





















































































来ても忘れざりけり梓弓春めでたしと見えしにほひは」 （経衡集・四月一日の残りの花惜しむ・三七）の作例があるが、 「…（季）きても」の形は、 「春来ても」と「秋来ても」が多い。 「衣」との詠み併せの先行例としても、 「秋きてもまだひとへなる衣手に厭はぬほどの風ぞ吹くなる」 （六百番歌合・秋・残暑・三〇六・家隆）が早い。○天の香具山―大和国の歌枕。奈良県橿原と桜井の両市にまたがる山。藤原京の東に位置する。耳成山、畝傍山と共に大和三山と言われる。 「天の（あまの・あ の） 」を付すので、天空近い山との印象があ
〔補説〕
　「夏山」題で、清澄な夏の到来の気分が漂う持統歌を本歌にしながら、涙に暮れる述懐を詠じる。先に注釈




















































































○なかむ―「泣かむ」に、 「時鳥」の縁で「鳴（く） 」が掛かる。○世をうの花の陰―「世を憂」から、 「う」




































































































下句は、 「木 間」を定点として、 「やすらふ月」がかかる「山 端」を遠望する点で、新古今新風歌人が詠

























































































○百五十首歌―『竹風抄』によると「文永三年八月百五十首歌」 （散佚） ことだが、詳細は不明。 『竹風






















































新古今前後には、③「いとかくは名のらでもなけ時鳥また紛るべき鳥の音もなし」 （御室五十首・夏 一六・守覚法親王）や④ 待ちわびぬさ みつらくは時鳥紛ふばかりの鳥 音もがな」 （正治後度百首・夏・郭公・四 八信実）や⑤「鳥の音はまだ夜深きに時鳥おの なきても関路越えけり」 （如願法師集・夏・関路 公・四四二） 、るいは⑥「これまでぞ鳥の音もする時鳥明日は麓のよその白雲」 （歌合
建保五年四月廿日
・羈旅郭公・二・行意。雲葉




































人不知）が原拠。○誰が言伝て―「越路には誰が言伝てし玉梓を雲ゐの雁のもて帰るらん」 （堀河百首・春・帰雁・一九四・匡房）や「秋来れば誰が言伝てを待たねども心にかかる初雁の声」 拾遺愚草員外・ 〔百首〕
堀河題略之
・




































































































五月の花橘を君がため玉にこそ貫け散らまく惜しみ（万葉集・巻八・夏相聞・一五〇二・大伴坂上郎女）あるが上に の咲きそふ橘は五月の玉に貫かむためなり 堀河百首・夏 盧橘・四五 ・仲実）
〔語釈〕
　




うに、同歌会の六帖題は、 『古今六帖』に見えなくて『新撰六帖』に見えるものがあるので、直接には 『古今六帖』に「準拠しながら」 を「時代に即応して取捨した」 （ 『和歌文学大辞典』平二六・一二 古典ライブラリー）という『新撰六帖』に拠っているか。→
26。○花―橘か楝を言うか。→補説。○玉―五月五日の節句に邪気を払う


























































































































































○瀬絶え―川の水量が減って浅瀬の水が涸れること。○佐野の中川―『八雲御抄』 （第五・名所部・河）は「さのの中〔千、仲綱〕 」として所在は記していないが、 『建保名所百首』 （恋）では「佐野舟橋
上野国
」題で「東路にかけ
ては過ぎし中川の瀬絶えもつらし佐野の舟橋」 （八七〇・兵衛内侍）と詠まれている。 『歌枕名寄』 （巻二十六・東山五） 「上野国」 「佐野 の「中河」として、補説の俊頼詠と参考の堀河百首歌（作者を「顕仲朝臣 に誤る）及び補説の仲綱詠を挙げる。 『夫木抄』 （雑六）も「さ の中河、上野」として、補説の俊頼詠と参考の堀河百首歌（作者を「神祇伯顕仲卿」に誤る）を挙げる。宗尊も、上野国と考えていたと見てよいであろう。
〔補説〕
　「佐野の中川」は、参考の顕季詠の他、 「住みなれし佐野の中川瀬絶えして流 かはるは涙なりけり」 （千載
三四














































































○問へかしな―訪問 てくれ、尋ね聞いてくれ、 ちらの意にも解しうる。勅撰集では、 『後拾遺集』の
「問へかしな幾世もあらじ露の身をしばしも言の葉にやかかると」 （雑三・一〇〇六・読人不知）が初出だが、それ以後は、新古今（２首） 、新勅撰（４） 、続後撰（２） 、続古今（６） 、続拾遺（２） 、新後撰（２） 、玉葉（１） 、続千載（２） 、新千載（２） 、新続古今（２）という 入状況で 宗尊当代には定着していた句であろう。宗尊は、『宗尊親王三百首』 （一一〇）と『柳葉集』には各一首（三六二） 、 『中書王御詠』には二首（他に
13） 、 『竹風抄』に












































月の将軍更迭以前の鎌倉殿であった昔。○見し世に匂へ―かつて見た世と同じに、それを思い出させるものとして薫ってくれ、との趣意。家隆の「夏もなほ月やあらぬとながむれば昔にかをる軒のたち花」 （老若五十首歌合・夏・一四七）は、 「月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして」 （古今集・恋五・七四七・業平、伊勢物語・四段・男）を本歌にし、慈円の「橘の風を涙に吹きためて昔にかをる袖ぞ悲しき」 （拾玉集 詠百首和歌・夏・三六〇〇）は、補説の 五月待つ」歌を本歌にするが、両首の「昔 かをる」は、 「見し世に匂ふ」と類似した意味であろう。後代になるが、東常縁に「忘られぬ心をなほや誘ふらむ昔に匂ふ軒の橘」 （常縁集・夏・盧橘・七六）がある。この「昔に匂ふ」も、同様 意味であろう。○軒の橘―軒先に植えてある橘。宗尊の定数歌と家集に見える「橘」詠の数は次のとおり。宗尊親王三百首１（首） 、瓊玉集０、柳葉集５、中書王御詠１、竹風抄７。詳しく
三八
















































ひ」は、鳥の両翼が交差する部分、転じて羽・翼そのものを言う。 「羽易の山（羽買の山） 」は、大和国の歌枕。「春日なる羽易の山ゆ」 （万葉集・一八二七） 「春日なる羽易山なる」 （赤人集・一三一）等と詠まれ、春日山の中の一峰という認識があったらしい。○鳴く音も涼し―四句切れ。先行例の少ない句。参考に挙げた、宗尊幕下に成立と考えられる『東撰六帖』の一首以外には、詠嘉禎三年（一二三七）六月五日の成立という『楢葉集』の「うつせみの鳴く音も涼し夕づく日か［
　
］山の峰の常磐木」 （夏・一六六・専寂）が目に入る程度。該歌の「も」は並列
で、 「短夜の月」も「涼し」く、 「鵲の」 「 」も「涼し」ということか。ある は、 「羽交ひ」の縁で、羽風が涼しいとの意が響くか。○短夜の月―参考の定家詠の直後に、後鳥羽院も「誰が禊ぎ夕されくれてかげろふの燃ゆる春辺の短夜 月」 （後鳥羽院御集・建保四年二月御百首・春・五一二）と詠む。宗尊は該歌以前に、文応元年（一二六〇）の『宗尊親王三百首』で「明けぬともなお影残せ白妙の卯の花山の短夜の月」 （夏・七三） 、 「潮の満つ入江の松の木の間より見えてす なき短夜の月」 （夏・八九） 、弘長二年（一二六二） 「後嵯峨院百首題百首」（仮称。柳葉集・一四四～二二八）で いかにせん闇 うつつを厭ひても夢にまさらぬ短夜の月」 （柳葉集・巻二・夏・夏月・一六五） 、また 該歌以後の「文永六年五 百首歌」でも「竹の葉 風吹く窓は涼しくて臥しながら見る短夜の月」 （竹風抄・巻四・夏・七一二） 用いていて、 「短夜 空」 （柳 集・三一七、六九六）と共に宗尊好
四〇





























































































衣打つ声」 （新古今集・秋下・四八五・式子）等の「更けにけり」を初句に置く歌に倣ったかとも疑われる。また一方、本歌の『古今集』歌は、 「夏の夜はまだ宵ながら明けにけり雲のいづくに月隠るらん」 （継色紙、基俊本。古来風体抄・二一四）の形でも伝えられているのであり、宗尊がこれ 拠った可能性を見る必要があろう。○まだ短夜に―特異な措辞。本歌 「まだ宵ながら」から発想されたと見る。まだまだ短い夏の夜 、というほどの意味か。先行例は見当たらず、後出では、 『風雅集』の「七夕の契りは秋の名のみしてまだ短夜は逢ふほどやなき」 （秋上・四六九・道平）が勅撰集唯一の例である。その後は、正徹に「洩る月に枝もさはらぬ竹 子のまだ短夜の窓ぞ涼しき」 （正徹千首・夏 夏月・二七一。草根集・夏 夏月・二二四五） 、実隆 「待ち待ちて心やすめむほどだにもまだ短夜の星合の空」 （雪玉集・着到百首和歌
永正六年九月九日
・織女惜別・七〇〇五。称名院集・五四三） 、伏見
宮貞常親王に「今来ん 秋の光は見えなからまだ短夜の有明の月」 （後大通院殿御詠・秋近月明・四二四）等の作例が見える。後二首は、 『風雅集』歌に拠ったも あろうが、正徹 一首についてはなお、宗尊詠にも倣った可能性を見ておきたい。○捨てられて―置き去りにされて、といった程 意味か。このように「捨つ」 受 身「らる」が付く形は、 『中書王御詠』の為家評詞が言うとおり、伝統的雅詞ではない。早くは俊頼に「捨てられてうき瀬に立てる水車世にめぐるとも見えぬ身なれや」 （散木奇歌集・雑上・水車 程過ぎて、捨てたれば廻らぬを見てよめる・一三三七。田上集・六六）がある。新古今 人では家隆が好んだと思しく、 「頼みこし我が心にも捨て
『中書王御詠』注釈稿（二）
四三














































































人目なく荒れ行く宿は夏草 心のままに茂る庭かな（宝治百首・夏・夏草・一〇三六・俊成女）ながめむと植ゑてしものを花薄茂らば茂れ庭も籬も（新和歌集・秋 薄 一八六・基隆）
〔類歌〕
　










































































































言うとも考えられる。一方で、 『伊勢大輔集』 （彰考館文庫本）に「伏見といふ所にて、名ある所々歌によむに、蘆間の池／うらわかき蘆間の池の水の色は浅緑にぞ波も立ちける」と見えるのに従えば、難波の所 ということ なる。 『歌枕名寄』では、伊勢大輔詠も所載して、摂津国難波に部類している。 『宗尊親王百五十番歌合
弘長元年
』に



















































































































いう。初句の「安太」を「あだ」と訓み、紀伊国の「英多」 （現有田市宮原町付近）や、大和国の「阿太」 （現奈良県五條市東部）とする旧説もある。○苔ながら散る―「…ながら散る」の形は、補説の後鳥羽院詠が早いが、これは動詞「濡る」に後接 「ながら散る である。名詞に後接する「ながら散る」は、寛喜元年（一二二九）に「為家卿家百首」 （春）で家隆が「旅寝する花の木陰におどろけば夢ながら散る山桜かな」 （壬二集・一二五九）と詠む。これは、 「夢さながらに散る や 夢のように散る」といった趣意であろうか。後出の「風立ちて池の蓮葉吹き返し露ながら散る夕立の雨」 （嘉元百首・夏・夕立・三二七・実兼）は、 「露と一緒に散る」と 意であろう。該歌の場合は、 「苔がむした所 そのまま散る」といった意であろうか。ただし、本歌の「蘿
こけ
」は、蘚苔類の「苔」




















































































































































○六帖の題の歌に、夏 はて―『古今六帖』 （ 『新撰六帖』 ）の第一の「なつのはて」題による詠作であるこ
とを示す。→
26、
62。○さ夜中―「さ」は接頭語。 「夜中」 （夜更け）は、いまだ前日の夜（子から丑の刻） 、つま
り夏の最後の夜更けということ。寅の刻頃に翌日（秋の初日）となる。○夏と秋と行き合ひ―夏と秋が出会い季節が交替する変わり目。○早稲―普通より早い時期に実る稲。 『万葉集』の「をとめらに の早稲を刈る時になりにけらしも萩の花咲く」 （巻十・秋雑歌・二一一七・作者未詳 以来、 行き合ひの早稲」も常套。
